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3. 岩手県釜石市からの実践報告 
 

釜石市教育研究所の取組 (1)
小嶋 秀一 （釜石市立 平田小学校 教諭） 

 
2.過去の津波の例を見ても釜石市に住んでいる以上は津波

の危険に晒され続けています。しかし、子どもたちと直接

関わる市内小中学校の教員は内陸出身者が多く、津波につ

いての知識が十分でなく、避難したという経験もほとんど

ない方が大半でした。また、釜石に生まれ育った大人や子

どもについても、津波を想定した地域の防災訓練への参加

が少ないというのが実態でした。つまり震災以前、防災教

育をはじめる前の釜石市は、児童生徒のみならず地域住民

全体の災害に対する危機管理や備えの重要性に対する認

識が薄く、それを公用させるための知識や方策が学校にな

いという危機的状況にあったわけです。 
3.そのことの裏付けとなるデータの例として、平成 17 年に

教員に対して行ったアンケートの結果をご紹介いたしま

す。「釜石市にどの程度の津波が来ると予想されているか

知っていますか？」という問いに対して「知らない」と答

えた教員が 43.3％にものぼりました。また、「学校で子ど

もたちに津波に対する話を毎年している」という教員は

24％にとどまり、学校現場の津波に対する危機意識の足り

なさや個々の教員の認識の差が浮き彫りとなりました。 
4.そこで、釜石市は文部科学省の防災教育支援事業を活用し、

子どもの安全をキーワードとした津波防災をテーマに群

馬大学、市の防災課、教育委員会および、各小中学校の連

携プロジェクトをスタートさせました。目的は 10 年以内

に 99％の確率で起こると言われていた宮城県沖地震と、

それが引き起こす津波から命を守るために平成 20 年度か

らの 2 ヶ年計画で防災教育を実践するためのプログラム

を作成し、その実践によって児童・生徒のみならず保護者

や地域住民の防災意識の向上を図ることでした。 
5.釜石市の防災教育をずっとご指導くださっている片田先

生のお話にはいつも必ず 2 つのメッセージがでてきます。

1 つ目は津波避難の 3 原則です。2 つ目は釜石に住まう者

のお作法を理解するということです。 
6.次に当委員会と小中学校の取り組みについてです。教員が

子どもたちに津波について教えるには、まずそのための手
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引きが必要であると考え、沿岸部に位置する学校や、学区

が浸水域にある学校の教員で手引き作成のためのワーキ

ンググループを編成しました。写真はそのときのワーキン

ググループの会議の様子です。片田先生、金井先生にご指

導を仰ぎながら作業を進めました。手引きは平成 22 年度

に完成し、津波防災に関する項目を教科等に振り分け各校

で活用しやすくなっております。平成 25 年 2 月には改訂

版が発行されました。完成した手引きで実践を積み重ねて

いこうとした矢先に東日本大震災が発生しました。 
7.今回の大震災を経験し、改めて命の大切さ、命の尊さを実

感するとともにこれからの社会を担っていく子どもたち

のために今、すべきことは何なのか、どのような教育が必

要なのかについて考えていかなくてはいけないというこ

とになりました。そこで釜石市では一昨年度より命の教育

の取り組みをスタートさせました。そして目標を「未来を

担う人づくりを進めるために教育活動全体で防災教育を

自他の命を大切にしていくための資質・能力を向上させる

とともに、地域に対する理解と愛情を育てる」としました。 
8.釜石市では各校で実践的な取り組みを進め、昨年度各校で

の実践をまとめた防災教育実践事例集を発行しました。ま

た、教育研究所の研究班にいのちの教育推進委員会を位置

づけ実践的な取り組みとともに「いわての復興教育副読本」

の活用し、各校の実践の充実につなげることにしました。 
9.いのちの教育のポイントは防災教育を核として、教科や領

域等の関連を図りながら、教育活動全体で取り組むという

点です。防災教育の視点としての 4 つの領域を「郷土愛・

命・安全・社会貢献」ととらえ、図の通りとなります。 
10.郷土愛を例にいのちの教育の視点について説明します。

例えば総合的な学習の時間などで地域の歴史を調べる活

動を通して地域の歴史の深さに触れさせることで地域の

よさの実感や、地域の歴史への誇りを持たせることにつな

がります。道徳では郷土愛に関する内容項目を充実させて

いくことが重要だと考えています。一つの教科や領域での

学習を取り上げるのではなく関連を図りながら、指導の充

実を図っていくことが必要不可欠となります。 
12-14.今後は PDCA サイクルを生かした教育課程への位置

づけ、今までの積み上げてきたことを整理し、計画的かつ

組織的な取り組みを行うことで、いのちの教育の充実と継

続化を図っていくことが大切であると考えています。  
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